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１．概要（Summary） 
 マスクアライナーを利用してフォトリソグラフィ

ーの手法でマイクロリアクタを作製した。 
反応器に 1-メチル-1,4 シクロヘキサジエンを供給し、

脱水素反応を行い触媒上の反応中間体の構造推定を

顕微紫外分光や顕微赤外分光で行った。 
触媒の担体となる反応器壁を変化させて、担体が反応

に与える影響について検討した。 
 
２．実験（Experimental） 
＜利用装置＞ 
マスクアライナー 
＜実験方法＞ 
 シリコンウェハーを空気酸化してシリコンの上に

シリカの薄層を形成した。これを基板としスピンコー

ターでレジストを塗布しマスクアライナーを用いて

パターンを転写、TMAH、HF を用いてエッチングし

反応流路を形成させた。再度酸化処理した後に白金触

媒を流路壁面に直接坦持させ流路に石英ガラスや

KBr によるふたをして反応器を完成させた。石英ガラ

スや KBr にはステンレス管が取り付けてあり反応ガ

スの導入、流出口とした。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
＜触媒表面吸着種の観察＞ 
 原料として 1-メチル-1,4 シクロヘキサジエンの脱

水素反応を行った。反応器出口からのサンプルに脱水

素生成物であるトルエンが観察されたため反応器中

で脱水素反応が起きていることがわかった。 
 反応中の触媒表面を顕微紫外分光装置、顕微赤外分

光装置で観察した。原料とも生成物とも違うピークが

観察され反応の中間体と推測された。反応ガス流量を

変化させ反応器内に原料が滞留する時間を変化させ

て反応率を変化させたところ、この吸収ピークと反応

率との間に相関性がみられた。このことからもこのピ

ークが中間体であることが裏付けられた。紫外、赤外

におけるピークの吸収波長からこの中間体の構造を

推定したところ、どちらの分光からも同一の構造が推

定された。この分光法が中間体の同定を行える手法で

あることがわかった。 
 
＜担体の影響＞ 
 反応器作製の際の再酸化時間を変化させて酸化層

厚みを変化させてその影響を調べた。原料ガスとして

1-ブテンを用いて出口サンプルを分析した。触媒は同

じにもかかわらず異なる生成物が得られた。担体とな

るシリカ酸化層の厚みが変わることにより触媒活性

が変化し触媒の脱水素特性、酸塩基性が変化すること

がわかった。 
 
４．その他・特記事項（Others） 
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